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社会に関わってこそリーダーシップ！
女性ならではリーダーシップなどというものはない

和栗百恵先生（公立大学法人福岡女子大学 国際文理学部 准教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

和栗 百恵
わぐり ももえ

公立大学法人福岡女子大学 国際文理学部 准教授

スタンフォード大学院修了（教育学修士）。キャリアスタートは
スリランカ現地NGO、その後大学教育へ。中央大学総合政策学
部、早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター、大阪大学グ
ローバルコラボレーションセンターで、学生や社会人を対象とし
た国内外の体験的学習の実践を経て、抜本的改革と学部新設準備
が進む福岡女子大学に2009年10月着任。

分担執筆に、「WAVOCの『組織文化』を掘りあてる」早稲田大
学平山郁夫記念ボランティアセンター編『学生の心に火を灯す：
早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター20年の挑戦』成
文堂（2022年）、「Who are you? あなたの『学ぶ』と『生き
る』」 神本秀爾・河野世莉奈・宮本聡編『ヒューマン・スタ
ディーズ：世界で語る／世界に語る』集広舎（2022年）ほか。
福岡県、福岡市、大阪市、文科省などの各種委員を歴任。
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オーウェン, J. E. (著) 和栗百恵・泉谷道子・河井亨 (訳) (2024). リーダーシップは
みんなのもの－フェミニズムから考える女性とリーダーシップ－ ナカニシヤ出版

第1章 待ち望んでいたリーダーはわたしたち
第2章 いまこそ、⼥性「と」リーダーシップ
第3章 リーダーとしての「わたし」とは、いったい誰？

―アイデンティティ、インターセクショナリティ、効⼒感がリーダー
シップの発達に果たす役割
第4章 どうしてこうなった？

―ジェンダーの社会化が形づくる⼥性リーダーの姿
第5章 フェミニン、それともフェミニスト？

―キャンパスやコミュニティで展開されるリーダーシップへのアプロー
チ
第6章 「違うこと」はどんな違いを⽣み出すのか？

―ジェンダーの代表性（男⼥⽐率）とリーダーシップにステレオタイプ、
偏⾒、差別が与える影響
第7章 組織・システムを歩む

―⼥性とリーダーシップにまつわる多様な⽐喩
第8章 あやうい「お⽴ち台」に気をつけて

―リーダーシップを脱ジェンダー化する
第9章 ⼥性とリーダーシップを再想像するために

―その戦略、仲間たち、そしてクリティカルな希望について



それではご覧ください



新著紹介

「リーダーシップはみんなのもの：
フェミニズムから考える女性とリーダーシップ」

和栗百恵 (waguri@fwu.ac.jp)

公立大学法人 福岡女子大学 国際文理学部 環境科学科/
女性リーダーシップセンター リーダーシップ開発研究部門
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Owen, J. E. (2020). We are the leaders we’ve been waiting for: 
Women and leadership development in college. Routledge.

ジュリー・E・オーウェン(著) 和栗百恵・泉谷道子・河井亨(訳) (2024) 「リーダーシッ
プはみんなのもの：フェミニズムから考える女性とリーダーシップ」ナカニシヤ出版



著者について

• ヴァージニア州ジョージメイソン大学 College of Humanities & Social 
Sciences内、School of Integrative Studies准教授

• 学生支援職→教員・研究職へ

• Susan Komivesのもとで、リーダーシップの社会変革モデル、リーダーシッ
プアイデンティティ発達モデルの開発・研究

• サービスラーニングの実践歴

• 解放的リーダーシップ（liberatory leadership）教育・研究の実践

• Student Affairs Nowポッドキャストエピソード（2020/12/１６）「We 
are the leaders we’ve been waiting for」
（https://studentaffairsnow.com/we-are-the-leaders/）
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翻訳チーム
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和栗百恵
（福岡女子大学国際文理学部）

泉谷道子
（創価大学経営学部）

河井亨
（立命館大学スポーツ健康科学科）

JSPS科研費「社会変革を志向する女性リーダーシップ教育研究：大学生向けのプログラム開発」（23K02557）

ナカニシヤ出版編集担当
井上さん・山本さん
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「女性がリーダーなんてとんでもない」
「女性ならではのリーダーシップの発揮を期待」
…そんな決めつけはまっぴらごめん（怒）

でも・・・
汎用的能力、就活対策、女性活躍推進などの文脈で
扱われてる「リーダーシップ」って何だ？？
もやもやもやもや…

とは言え・・・
勤務校福女大の基本理念は「次代の女性リーダーを育成」、
創立100周年を記念して設立される「女性リーダーシップセンター」、
新カリキュラム内「リーダーシップ開発科目群」…

もっと情報収集し、地方女子大学から全国に発信できる
教育実践につなげたい。
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Julie Owen’s book 
“We are the leaders 
we’ve been waiting for”

原著との出逢い



ILA主催のLEADERSHIP EDUCATION ACADEMY

• HOW、WHATの前にWHY：

• 自分はいったい何者で、何のためにリーダーシップ開発教育に従事し
ているのか？

• リーダーシップ教育研究における「クリティカリティ」

• リーダーシップは社会的構築物（ジェンダーと同じ！）

• 自分や所属組織の「リーダーシップ」枠組の意識化、検討、捉え返しの
必要性

• 様々な学習・教授法、参加者のピア・ラーニング、研修講師メンバーによ
るメンタリング

• お互いへのアドバイスを書いた紙片に、「We are the leaders…」
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Lを規定する社会を捉え返し、
囚われから解放され、自分らしく生きる実践に
共に向かっていくこと

• 原著サブタイトル“Women and leadership development in 
college”

• 交差するアイデンティティ（ジェンダー、民族、社会階層、障害の有無、宗
教…）、批判的意識、大学生の成長理論

• 「女性らしさ」「女性ならでは」規範からの解放

• ジェンダーもリーダーシップも社会的に構築されている

• 抑圧を生み出すシステミック（社会全体的）な作用を自覚する

• 「無意識の囚われ」からの解放によって、自分らしいあり方を探求する

• 学生による「生きられた経験」をそのものとして提示することによる多声性
の担保

• “Becoming the best of ourselves”のジャーニー

• “We are the leaders” 7



日本の大学では縦割りになりがち？
「L研究」「G研究」「キャリア支援」

• 分野横断・統合的

• 多くの大学では別々の科目で教えられていることを集約

• 放っておくと多くの学生はなかなか架橋・相互援用し得ない

• 「学生の成長支援（リーダーシップ取組支援）」と「専門知識の深化」の分
断も佳境

• 米国の事例を鏡とし、「日本では？」を検討する材料にも

• 高校生、社会人、保護者も活用できる概念、モデル、理論、事例

8別冊・ファシリテーション、アクティビティガイド
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日本の大学における「リーダーシップ開発教育」：
課題感と本書の意義

• その名では呼ばれてこなかったが、「目的に向かって他者と協働する志向性や行動」の育成は、主に学
生支援・準正課を舞台として行われていた（cf. 廣中レポート、2000）

• 日本で初めて単位付与され、「リーダーシップ教育」を冠した実践は、立教大学経営学部で20０6年に
開始（日向野、2018）

• 日本の大学教育改革下での「アクティブ・ラーニング」の興隆によるPBLやサービス・ラーニング等の体
験的学習形態として拡大、学士力や3つのポリシー策定圧の中、リーダーシップが「身につけるべき能
力」化？

• 特にキャリア教育におけるビジネスによる大学教育への侵蝕（児美川、2020）により、「リーダーシッ
プ」の商品化が加速？就活生の「ガクチカでリーダーシップ力」言説（北海道新聞、2023）

• 女子大の生存戦略として「女性リーダーの育成」が謳われ、「女性ならではのリーダーシップ」という
リーダーシップのジェンダー化が一部で加速？（cf. 武庫川女子大・安東教授インタビュー KeiNet, 
2024）

• 「リーダー」「リーダーシップ」「リーダーシップ開発」「リーダーシップ教育・学習」について、日本の大学
教職員間では広く共有された定義はなく、超絶同床異夢状態(米国では一定の整理が進んでいる)

• リーダーシップ教育において「purpose」は看過されがち？（経済・経営学部での実践では、企業から
与えられるミッションのもとでのリーダーシップ力養成、質問会議Ⓡやアクションラーニングといった
手法が「所与のもの」として実践されており、purposeは問われない？ただし、そこで、対人関係力向
上の実感を得られると自己効力感を生み、その自己効力感はpurpose探求を駆動するかも？

• 今一度、批判の座である大学で、「リーダーシップ」を問い、捉え返す試みに有用

• 女性のみならず、全てのジェンダーアイデンティティ所有者にとって有用 11
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